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新
年
を
迎
え
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
土
地
改
良
区
の

運
営
並
び
に
事
業
推
進
に
特
段
の
ご

理
解
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、
不
要

不
急
の
外
出
な
ど
で
制
限
さ
れ
大
変

な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も

い
つ
収
束
す
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
人
一
人
の
行
動
が
重
要
な
対

応
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
改
良
区
で
も
総
代
研
修
を
始
め
、

理
事
会
や
監
事
会
、
定
例
監
査
を
除

い
た
委
員
会
な
ど
の
諸
会
議
や
研
修

会
な
ど
、
全
て
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
国
や
県
、
町

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
策
を

と
っ
て
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
平
野
部
の
水
管
理
シ
ス

テ
ム
の
更
新
工
事
が
完
成
と
な
り
、

管
理
機
器
な
ど
を
一
新
し
、
万
全
な

用
水
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
に
農
地
整
備
事
業
の
杉
沢
前

田
地
区
に
つ
い
て
、
熊
野
川
取
水
口

下
流
の
調
整
池
と
４
・
１
ha
の
大
区

画
ほ
場
が
完
成
と
な
り
ま
し
た
。
３

年
度
も
引
続
き
熊
野
川
沿
い
の
５
・

２
ha
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
当
山
地
区
と
大
楯
地
区
も
工

事
実
施
に
向
け
て
、
実
施
設
計
と
換

地
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

予
算
確
保
に
向
け
国
や
県
並
び
に
国

会
議
員
の
先
生
方
へ
要
請
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

管
内
の
維
持
管
理
事
業
は
、
洗
沢

川
調
整
水
槽
の
流
量
調
整
弁
と
各

揚
水
機
場
の
補
機
類
の
補
修
を
行

い
、
丸
子
揚
水
機
場
の
取
水
ゲ
ー
ト

の
補
修
工
事
を
補
助
事
業
に
よ
り
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
小
水
力
発
電
事

業
は
、
稼
働
開
始
か
ら
３
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
順
調
に
稼
働
を
続
け
て

お
り
、
売
電
収
入
を
維
持
管
理
費
に

充
当
し
て
、
組
合
員
負
担
の
軽
減
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
東
山
小
水

力
発
電
事
業
は
、
事
業
費
の
高
騰
と

維
持
管
理
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
県
と
も
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

事
業
を
中
止
す
る
事
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
総
代
の
任
期
満
了
に
よ
る

選
挙
と
役
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
町
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
執
行
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
土
地
改
良
法
の
改
正
に
よ
り
、

土
地
改
良
区
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

近
年
の
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高

齢
化
が
顕
著
な
中
で
、
農
作
業
に
か

か
る
省
力
化
や
自
動
化
に
よ
る
労
働

生
産
性
の
向
上
と
、
農
業
者
の
安
全

な
ど
を
確
保
で
き
る
先
端
技
術
の
導

入
や
利
用
促
進
が
重
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
技
術
に
対
応
で
き
る
、
基
盤

整
備
の
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
未
だ
、

社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て
お

り
ま
す
が
、
早
く
治
療
薬
に
よ
り
、

通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
願
う
ば

か
り
で
す
。

　

今
後
と
も
業
務
運
営
の
効
率
化
を

図
る
と
共
に
、
組
合
員
負
担
の
軽
減

に
努
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
尚
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

石
垣
　
敏
勝

副
理
事
長

榊
原
　
一
男

会
計
係
理
事

髙
橋
　
昭
二 

理
　

事

村
上
　
　
匡

理
　

事

佐
藤
　
秀
一

理
　

事

堀
　
　
秀
徳

理
　

事

真
嶋
　
愼
一
　

総
括
監
事

髙
橋
　
秀
志

監
　

事

眞
嶋
　
　
一

監
　

事

菅
原
　
雄
蔵

外
職
員
一
同

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

理
事
長
　
石
垣
　
敏
勝
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令
和
２
年
度
第
一
回
臨
時
総
代
会

が
、
去
る
８
月
31
日
に
月
光
川
土
地

改
良
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
総
代
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
踏
ま
え
、

最
少
人
数
で
の
開
催
と
し
、
書
面
議

決
書
に
よ
る
議
決
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
代
員
数
39
名
中
、
実

出
席
者
３
名
、
書
面
出
席
35
名
。
議

長
に
は
第
１
区
か
ら
今
野
一
彦
総
代

が
選
出
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
承
認
案

件
１
件
、
議
決
案
件
１
件
に
つ
い
て
、

慎
重
審
議
が
行
わ
れ
、
全
案
件
が
原

案
の
通
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　

予
算
で
当
山
地
区
の
事
業
費
が
５

千
万
円
だ
っ
た
の
が
、
２
千
万
円
に

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
、
当
初
、
当
山
、
畑
地
区
が
一

緒
に
事
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
当
山
と
畑
地
区
が
分
割

し
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

（
佐
々
木
睦
総
代
）

（
答
弁
）

　

当
初
、
当
山
・
畑
地
区
と
し
て
実

施
の
計
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

面
積
の
関
係
で
分
割
で
き
な
い
か
と

県
の
方
か
ら
相
談
が
あ
り
、
地
元
と

相
談
し
た
所
、
早
期
完
成
で
き
る
の

令
和
２
年
度 

第
一
回
臨
時
総
代
会

で
あ
れ
ば
、
出
来
る
所
か
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
当
山
地
区
は
令
和
元
年
度
に
採

択
さ
れ
、
今
年
度
は
実
施
設
計
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
来
年
か
ら
面
工
事

に
入
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

畑
地
区
は
約
35‌

ha
ほ
ど
来
年
度
採
択

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
早
け
れ
ば
面

工
事
は
令
和
４
年
度
か
ら
入
れ
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
予
算
の

関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
情
報
が
入

り
し
だ
い
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
分
割
さ
れ
ま
し
た
上
戸
地
区

に
関
し
ま
し
て
は
、
新
規
地
区
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
調
査
事
業
を
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
月
光

川
土
地
改
良
区
管
内
で
要
望
し
て
い

る
地
区
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
全

て
の
地
区
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
今

後
も
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

山
形
県
土
地
改
良
大
会
が
11
月
4
日
、

山
形
市
の
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
の
万
全
な
対
策
を
講

じ
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
年
は
、
豪
雨
災
害
が
あ
り
、
改
め

て
土
地
改
良
事
業
の
必
要
性
、
ま
た
次

世
代
の
担
い
手
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産

業
と
し
、
農
業
農
村
整
備
を
核
と
す
る

農
村
の
振
興
を
図
る
こ
と
な
ど
、
大
き

な
責
務
を
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言

◎
担
い
手
へ
の
農
地
集
約
化
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
実
装
化
、
低
コ
ス
ト
化
を
実

現
す
る
た
め
の
水
田
の
大
区
画
化
、
収

益
性
の
高
い
園
芸
作
物
へ
の
転
換

◎
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
長
寿

命
化
、
豪
雨
、
地
震
対
策
を
一
層
強
化

◎
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
及
び

棚
田
を
含
む
中

山
間
地
域
の
政

策
の
充
実

◎
被
災
し
た
水

利
施
設
の
早
期

復
旧
に
向
け
た

支
援
と
再
度
災

害
防
止
に
向
け

た
措
置
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と

山
形
県
土
地
改
良
大
会

議長を務めた今野一彦総代

質問された佐々木睦総代
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461,492,891円
収入

61.0％
賦課金等

281,572,685

0.1%
使用料等
553,576

0.7%
財産運用収入
3,421,180

8.0%
補助金等
36,892,000

2.1%
受託料
9,746,000

0.3%
過年度
未収金等
1,185,946

5.2%
特定資産取崩
24,035,807

6.3%
他会計繰入等
28,936,373

10.1%
繰越金

46,571,324

6.2%
借入金

28,578,000

461,492,891円
支出

10.4%
繰越金

47,954,527 19.9%
維持管理費
91,677,661

18.3%
運営事務費
84,343,652

41.8%
借入金返済
192,809,089

0.1%
固定資産取得費
499,950

3.9%
積立金

18,153,757

5.6%
他会計繰出金
26,054,255

12,888,852円
収入

90.5%
発電収入
11,668,395

1.2%
他会計借入等
150,000

8.3%
繰越金等
1,070,457

12,888,852円
支出

55.2%
維持管理費
7,117,217

3.5%
運営事務費
449,649

17.1%
借入金返済
2,206,986

21.3%
積立金
2,745,000

2.9%
他会計繰出金
370,000

令和元年度 決算並びに財務状況

一般会計

小水力発電事業特別会計
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財　産　目　録

地区面積及び組合員数

各事業会計収支
会計名 収入額 支出額 差引残額

県営月光川地区かんがい排水事業特別会計 64,834,808 59,972,550 4,862,258
県営月光川左岸地区ほ場整備事業特別会計 45,101,102 42,761,001 2,340,101
県営月光川右岸地区・上流地区ほ場整備事業特別会計 28,779,762 26,679,316 2,100,446
県営高瀬川地区・洗沢川地区ほ場整備事業特別会計 52,319,671 49,349,048 2,970,623
県営月光川下流地区ほ場整備事業特別会計 42,081,678 40,049,086 2,032,592
県営たら林地区ほ場整備事業特別会計 4,947,463 2,589,721 2,357,742
県営杉沢前田地区ほ場整備事業特別会計 5,268,209 4,443,815 824,394
県営当山・畑地区ほ場整備事業特別会計 15,152,555 12,533,500 2,619,055
中山間地区維持管理事業特別会計 6,342,203 1,918,946 4,423,257
県営地区維持管理事業積立金特別会計 45,549,845 0 45,549,845

単位：円

資産の部
科　目 金　額

１　流動資産 68,449,748 
　　現金及び預金 64,922,028 
　　未収賦課金等 26,374 
　　その他未収金 3,351,166 
　　前払い金 150,000 
２　固定資産 1,371,882,264 
　⑴　基本財産 25,353,571 
　　宅地及びその従物 14,378,000 
　　災害復旧積立 10,975,571 
　⑵　特定資産 1,341,101,262 
　　所有土地改良施設等 1,160,448,929 
　　各積立金 180,652,333 
　⑶　その他固定資産 5,427,431 
　　建物、車両、器具備品等 991,982 
　　適正化事業拠出金 1,206,000 
　　長期未収賦課金 2,339,449 
　　出資金 890,000 
資産合計 1,440,332,012 

負債の部
科　目 金　額

１　流動負債 166,434,823 
　　未払金 20,318,847 
　　短期借入金 144,261,976 
　　適正化事業拠出金短期未払金 1,854,000 
２　固定負債 434,525,668 
　　公庫資金等長期借入金 387,562,018 
　　適正化事業拠出金長期未払金 804,000 
　　各引当金 46,159,650 
負債合計 600,960,491 

正味財産の部
１　指定正味財産 936,833,100
２　一般正味財産 -97,461,579

正味財産合計 839,371,521

負債及び正味財産合計 1,440,332,012 

１．総面積	 田	 2,250.8 ha	 ２．組合員数	 1,633人
	 畑	 10.9 ha
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工 事 名 経営体育成基盤整備事業第１工区工事 経営体育成基盤整備事業第２工区工事

施工業者 土門建設株式会社 伊藤建設株式会社

工事概要 整地工 ３.６ha、 道路･用排水路工 １式 整地工 ０.５ha、 調整池工 １式

杉沢前田地区農地中間管理機構関連農地整備事業

実施採択地区
地区名 地区面積 事業名 Ｒ2事業内容 地元負担率

杉沢前田 42.9ha 農地中間管理機構関連農地整備事業 面工事、換地業務 0％

当山Ⅰ期 18.1ha 経営体育成基盤整備事業 実施設計業務、換地業務 7.5％

大楯 10.3ha 農地中間管理機構関連農地整備事業 実施設計業務、換地業務 0％

第１工区

第２工区

　「杉沢前田地区」は、平成30年度に管内で最初の地区として実施採択され、その後に現地測量と実
施設計を経て、ついに地元が待ち望んだ面工事が令和２年度より開始されました。
　未整備だった狭小ほ場が見事な大区画ほ場へと変貌し、用水は管路による給水栓、排水は地下排
水となり、作業効率や管理面が格段と良くなります。

第１工区

第２工区

施工中

着工前 完成

施工中
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令
和
２
年
10
月
９
日
に

遊
佐
高
校
１
学
年
の
32
名

が
水
の
勉
強
の
一
環
と
し

て
、
月
光
川
頭
首
工
施
設

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

農
業
用
水
だ
け
で
な
く
、

多
面
的
な
役
割
を
持
つ
土

地
改
良
施
設
の
機
能
や
、

工
夫
さ
れ
た
施
設
の
機
能

等
に
つ
い
て
見
学
さ
れ
ま

し
た
。

農
地
整
備
事
業 

換
地
委
員
会
作
業

　

農
地
整
備
事
業
地
区
に
お
い
て
、
事
業
採
択
と
同

時
に
各
地
区
の
換
地
・
評
価
委
員
会
が
発
足
さ
れ
ま
す
。

　

初
年
度
に
委
員
の
方
々
が
現
地
を
廻
り
従
前
の
土

地
評
価
を
行
い
、
農
地
集
積
、
集
約
化
を
考
慮
し
な

が
ら
の
換
地
計
画
原
案
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
後
に

関
係
権
利
者
の
方
々
に
配
分
理
由
を
公
表
し
、
関
係

者
全
員
か
ら
承
諾
を
頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
個
人
の
大
切
な
財
産
を
取
り
扱
う
た
め
、
大

変
苦
慮
す
る
作
業
と
な
り
ま
す
。

換地計画原案作成作業

関係者への換地計画原案の公表 換地計画原案作成作業

いつ頃できた
施設ですか？

こんな機能が
あるなんて、
ビックリ！

昭和60年頃に
完成しました。

土
地
改
良
施
設
巡
り
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　次の場合は土地改良区への届出が必要です。
⑴　組合員の変更をしていただく場合　
　・農地の売買、交換、贈与等を行なったとき。
　・貸借権の設定、解除の際に組合員を変更

するとき。
　・農業者年金の受給などのため経営を移譲

したとき。
　・組合員が亡くなられたとき。
⑵　組合員の住所変更や口座振替の場合の名

義変更または口座番号を変更したとき。
⑶　土地改良区管理施設を他の目的に使用す

るとき。
⑷　農地を転用するとき。
⑸　公共事業等で農地が買収されたとき。
⑹　経常賦課金を耕作者が納付するとき。
　経常賦課金の耕作者納付を希望される方
は、所有者と耕作者が合意の上で、農用地
利用集積計画書の写しを添付して、土地改
良区まで申請をお願いします。
　尚、耕作権を解約した時、更新しない時
は、届け出をお願いします。   
　⑷と⑸は、地目変更となるため決済金を
納めていただくことになります。
　詳細は、土地改良区までお問い合わせく
ださい。� （☎72-3131）

　令和３年３月２日任期満了となる本区総代
について下記により選挙が行われます。
◇投票日　　２月13日㈯
　（午前７時から午後５時まで）
◇公告日　　２月６日㈯
◇立候補届け出期間　　２月６日㈯～７日㈰
　（午前８時30分から午後５時15分まで）
◇届出場所　月光川土地改良区
　（印鑑をご持参ください）
◇総代定数
　第１選挙区　　13名
　第２選挙区　　16名
　第３選挙区　　11名
※詳しくは、別紙折り込みをご覧ください。
　お問い合わせ先　月光川土地改良区
� （☎72-3131）　

　滞納されている土地の権利を取得すると、
土地改良法第42条（権利義務の継承及び決
済）により新しい組合員が滞納賦課金を納付
しなければなりません。売買する場合は、滞
納賦課金があるかどうか、事前に土地改良区
へ確認をお願い致します。

滞納賦課金は新しい権利者が負担

総代選挙のお知らせ
こんなときは必ず届出を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
去

年
。
国
は
い
ろ
ん
な
施
策
を
打
ち
出
し
た
が
、

未
だ
収
束
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
な
米
価
の
下
落
。
日
本
の
食
料
自

給
率
は
40
％
弱
だ
そ
う
だ
が
、
そ
ん
な
中
で
も

米
は
1
0
0
％
に
近
い
状
況
。
今
年
も
ま
た
転

作
が
増
え
る
？
そ
ん
な
不
安
の
中
で
の
新
し
い

年
の
幕
開
け
で
す
。
そ
れ
で
も
、
自
然
と
水
の

恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

期
待
せ
ず
、
シ
ン
グ
ル
ヒ
ッ
ト
を
積
み
重
ね
て
、

今
年
も
最
後
に
は
ホ
ー
ム
を
踏
め
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
か
な
く
て
は
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。

�

（
広
報
委
員
長
）

　

８
月
18
日
〜
11
月
20
日
に
渡
っ

て
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
地
区
の

杉
沢
前
田
地
区
で
遺
跡
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
縄
文
時
代
晩

期
（
２
，
５
０
０
年
前
）
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
煮
窯
に
使
わ
れ
て

い
た
土
器
が
潰
れ
た
状
態
で
出
土

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
野
神
社

に
関
連
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
江

戸
時
代
の
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
柱

穴
が
多
数
発
見
さ
れ
、
木
で
囲
い

が
さ
れ
て
い
た
井
戸
も
発
掘
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
活

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
今
後
も
場
所
を
移
し
て

調
査
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

杉
沢
C

遺
跡
調
査

あ
と
が
き

印
刷
　
J
A
印
刷
山
形

　
　
　
山
形
県
鶴
岡
市
本
田
字
八
百
地
二
七
五
番
地

 

熊野神社

 

調査区域

県道杉沢南鳥海停車場線

←熊野川

 


